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狩野川直轄河川管理区間

富士海岸事業箇所

狩野川直轄砂防区域

道路事業箇所

伊豆の国市

道路事業箇所（予定路線）

道路事業箇所（計画路線）

１．事業の概要
１）事業の概要

1

・活断層や火山堆積物等で構成される脆弱な地

質と急峻な地形

・日本有数の多雨地域

・狩野川本川は伊豆市、伊豆の国市の中心市街

地を北向きに流下

・緊急輸送路である国道136号、国道414号など

が通り、伊豆縦貫自動車道を整備中
国道136号

国道414号

直轄砂防区域

狩野川、大見川の河川縦断図

天城山

狩
野
川大

見
川

■狩野川砂防流域諸元

水 源：天城山

流域面積：約270km2

主要河川：狩野川、大見川
かのがわ おおみがわ

計画基準点

計画基準点

直轄砂防区域内の崩壊地及び活断層

計画基準点

狩
野
川

大
見
川

伊
豆
縦
貫
自
動
車
道



■ 流域の荒廃状況

山腹崩壊に伴う河道閉塞箇所
北伊豆地震（S5）
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狩野川台風（S33）による崩壊

大見川の蛇喰山
じゃばみやま

凡 例

：土石流危険渓流

大
見
川

直轄砂防区域

天城山観測所

崩壊

伊豆市役所

・日本有数の多雨地帯（約4,400mm／年(天城山観測所)）

・急峻な地形と火山堆積物等で構成された脆弱な地質

・昭和5年の北伊豆地震では山腹崩壊に伴い河道が閉塞

・昭和33年の狩野川台風を契機に直轄砂防事業着手

・多数の土石流危険渓流が隣接して存在

・小規模な表層崩壊は毎年のように発生

Ｎ

計画基準点

持越観測所

湯ヶ島観測所

上大見観測所

下尾野川での崩壊
（H24.5大雨）

しもおのがわ

修善寺での崩壊
（H26.10台風18号）

しゅぜんじ

大平柿木での崩壊
（H27.7大雨）

おおだいらかきぎ



・時間雨量120ｍｍ、総雨量739ｍｍ（湯ヶ島観測所）
・約1,200箇所の山腹崩壊、22箇所の堤防の破堤・欠壊
・死者684人、行方不明者169人、家屋被害6,775戸
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狩野川上流の被災状況

(旧修善寺町熊坂地区)

狩野川中下流域の被災状況

千歳橋（旧伊豆長岡町）

伊豆市上船原地先

昭和３３年９月２６日 狩野川台風に伴う被災状況

旧天城湯ヶ島町

■ 災害等の状況

・時間雨量86ｍｍ、総雨量709ｍｍ（上大見観測所）
・多数の山腹崩壊が発生
・家屋被害103戸

・時間雨量105ｍｍ、総雨量218ｍｍ（持越観測所）
・多数の山腹崩壊
・土砂流出により国道414号通行止め

平成１５年７月４日
集中豪雨に伴う被災状況

・時間雨量68ｍｍ、総雨量389ｍｍ（上大見観測所）
・土砂流出により国道136号通行止め
・死者1名

平成１６年１０月９日
台風２２号に伴う被災状況

昭和５７年９月１２日
台風１８号に伴う被災状況

平成２４年５月２日
大雨に伴う被災状況

・時間雨量38ｍｍ、総雨量566ｍｍ（天城山観測所）
・土砂流出により伊豆スカイライン、市道通行止め

伊豆市湯ヶ島地先 伊豆スカイライン

：土砂・洪水氾濫災害 ：土石流災害
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●年超過確率1/100規模の豪雨時により、狩野川上流域から生産・流出する大量の土砂に対して、
‐河道の土砂堆積による土砂・洪水氾濫を軽減する
‐土石流災害による人的・財産被害を解消する（国道136号、414号等）

●概ね30年間に進める事業
既往最大（昭和33年）の土砂生産でも地域が安全となるよう砂防施設整備を進める

２）事業の目的及び計画内容

■整備対象土砂量（砂防計画基準点において流出抑制しなければならない土砂量）

年超過確率1/100規模の豪雨を想定した整備対象土砂量

概ね30年間に進める事業の整備対象土砂量

約727万m3

■費用対効果 B/C＝7.1（前回 平成25年度 事業評価時）

約130万m3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H22以降の整備済み土砂量(約9万ｍ3）

中期計画開始時（H22）の
整備済み土砂量

約379万ｍ3

概ね30年間の
残整備土砂量
約121万ｍ3

残りの整備土砂量

約218万ｍ3
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■狩野川直轄砂防区域には、
伊豆市、伊豆の国市が位置し、
人口はゆるやかに減少傾向、
世帯数は増加傾向です。

伊豆半島全域の年間観光交

流客数は 約4,200万人です。

■伊豆半島を南北に縦断する
伊豆縦貫自動車道の整備が
進められ、観光、地域活性化、
また緊急輸送路としての機能
などが期待されます。

また、国道136号、414号など
の災害時の緊急輸送路が直
轄砂防区域内を通り、

土砂災害に対する安全性・信
頼性の向上が求められてい
ます。

（１）事業を巡る社会情勢の変化

２．評価の視点
１）事業の必要性に関する視点

【直轄砂防区域の人口・世帯数の推移】

出典：国勢調査、静岡県人口推計調査

伊豆地域の緊急輸送路

直轄砂防区域

伊
豆
縦
貫
自
動
車
道

東名・新東名

狩
野
川

【伊豆半島の観光交流客数の変化】

０

観
光
交
流
客
数

（万人）

出典：静岡県 文化・観光部観光交流局 観光政策課
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（２）災害発生時の影響

想定氾濫面積 約 ２２．５km2

想定氾濫区域内人口 約３２，０００ 人

想定被害家屋数 約１３，０００ 戸

主要公共施設等

国道１３６号・４１４号
主要地方道１２号・１９号・５９号

すんず

伊豆箱根鉄道駿豆線
市役所 ２
小学校 ４、中学校 １
警察署 １、消防署 １ 他

要配慮者利用施設

老人福祉施設 １
介護保険施設 ６
医療提供施設 ３
幼稚園 １
保育園 ２

中期計画開始時点（H22）で、年超過確率1/100規模

の豪雨が発生した場合、土砂・洪水氾濫及び土石流

氾濫により甚大な被害が想定されます。

土砂・洪水、土石流想定氾濫区域（無施設時）

伊豆市

伊豆の国市

土石流氾濫区域

要配慮者利用施設

主要公共施設等

鉄 道
主要道路

土砂・洪水氾濫区域

凡 例

行政界

土砂・洪水氾濫14.3km2

土石流氾濫 8.2km2

土砂・洪水氾濫10,271戸

土石流氾濫 2,823戸



概ね30年間に進める事業（施設整備）により、直轄砂防区域及びその下流の保全対象（家屋、主要公共施設、要配慮者利用

施設など）への、土砂･洪水氾濫被害、土石流氾濫被害を軽減します。
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（３）事業の効果

中期計画
開始時

中期計画
完了時

被害解消

被害解消

Ｎ

2,018戸
土石流による
想定被害家屋数

※面積・家屋数については、今後変わる場合があります。

2,823戸

被害解消

土砂・洪水氾濫面積 （確率規模 １／５０）
中期計画開始時 中期計画完了時

氾濫面積 7.6km2 氾濫面積 1.8km2

氾濫面積 14.3km2 氾濫面積 13.5km2

土砂・洪水氾濫面積 （確率規模 １／１００）
中期計画開始時 中期計画完了時

天城湯ヶ島
在宅介護支援ｾﾝﾀｰ

天城小学校 天城小学校

天城湯ヶ島
在宅介護支援ｾﾝﾀｰ
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■ ハード対策

（４）事業の進捗状況
■ 施設と整備量

平成22年度末時点から10基の砂防堰堤が完成し、約9万ｍ3の土砂
を捕捉する効果が向上しました。

小豆沢砂防堰堤

峰ノ平沢砂防堰堤

長沢川砂防堰堤

入の洞砂防堰堤

H26完成

凡 例

：土石流危険渓流
：砂防施設（事業中）
：砂防施設（完成）
：砂防施設計画流域

H26完成

H27完成

項目
概ね30年間
の整備施設
（中期全体）

前回事業評
価時までの
完成施設

（H23～H25）

前回事業評
価時からの
完成施設

（H26～H28)

残りの
整備施設

砂防施設 ６８基 ５基 ５基 ５８基

Ｎ

平成28年度 事業実施箇所位置図（5施設）

計画基準点

H26完成

大見川中流域

砂防施設 5基

大見川下流域

砂防施設 17基

狩野川下流域

砂防施設 12基

狩野川中流域

砂防施設 9基

狩野川上流域

砂防施設 17基

大見川上流域

砂防施設 8基



３．県への意見聴取結果
県への意見聴取結果は、下記のとおりです。

本事業は、狩野川上流域から流出する大量の土砂に対して、砂防施設を整備すること
により、土石流などから流域住民の生命・財産を守るとともに、国道136号等の主要公共
施設の被害を防止し、地域の安全性の向上を図るものであり、本県にとって重要な事業
です。
引き続き、早期の効果発現に向け事業を推進するとともに、更なるコスト縮減が図られ

るよう併せてお願いします。
また、各年度の事業実施に当たっては、引き続き本県と十分な調整をお願いします。

４．対応方針（原案）

以上のことから、狩野川水系直轄砂防事業は継続する。
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